








要約:蛋白分解酵素阻害剤の腎疾患への治療応用の試みとして、メシル酸カモスタットを慢

性腎疾患患児 6例に使用し臨床的効果を検討した。その結果ステロイド抵抗性ネフローゼ

症候群の4歳男児例に投与2ヵ月後より尿蛋白の減少と腎機能・尿細管障害改善を認めた。 

メシル酸カモスタットはステロイド抵抗性ネフローゼ症候群の治療において、サイクロス

ポリンーAにより状態を整えた後の蛋白尿減少などに有用であると考えた。 


